
6

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

カルトロフェン・ベット注射液 大日本住友製薬株式会社 H19.12.25 －

注射剤 無

製剤区分（薬効分類）代謝性用薬（その他の代謝性用薬）

主成分 1バイアル（10mL）中 ポリ硫酸ペントサンナトリウム　　1000mg

対象動物 犬

効能及び効果 犬：骨関節炎に伴う疼痛および跛行の改善

用法及び用量
犬の体重1kg当たり0.03ｍL（ポリ硫酸ペントサンナトリウムとして3ｍg）を7日おきに1回、合計4回皮
下注射する。本剤の投与容量が少ない場合は、ツベルクリン用シリンジを使用することが望ましい。

使用禁止期間／休薬期間

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

－

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

エキット わかもと製薬株式会社 H19.12.26 －
製剤区分（薬効分類）生物学的製剤（生物学的診断用製剤類）

主成分

[抗体固相化シート] 抗エキノコックスマウスモノクローナル抗体 0.5μg
抗ウサギIgGヤギポリクローナル抗体 0.25μg

[ラテックスパッド] 赤色ラテックス原液 0.2μL
抗エキノコックスウサギポリクローナル抗体 0.187μg

対象動物 犬

効能及び効果 犬の糞便中のエキノコックス虫体由来抗原の検出

用法及び用量

○操作方法
①採便棒で数箇所の便を先端部分が埋まるくらい採取する。
②採便棒を容器に挿しこみ、右回りに止まるまでねじ込む。
③採便容器を縦に数回強く振る。
④採便容器の先端の滴下部を開放する。
⑤滴下ノズルを下に向け、採便容器を垂直に持ち、容器の中程を軽く押し最初の2滴を捨てる。
⑥反応シートの検体滴下部位に3滴の希釈した検体を滴下する。
⑦15～30℃で30分間静置して反応させる。
⑧判定部位に現れるラインを観察し、赤色ラインの有無を目視にて判定する。
○測定結果の判定方法
①判定部位にコントロールラインと判定ラインを認めた場合、糞便中のエキノコックス抗原
陽性（＋）と判定する。少しでも判定ラインが見えたら、陽性とする。
②判定部位にコントロールラインのみを認めた場合、糞便中のエキノコックス抗原陰性（－）
と判定する。
③判定部位にコントロールラインが認められなかった場合、操作が不適又は、試薬が劣化し
ていたなどの可能性があるため、別の反応シートで再検査を行う。

使用禁止期間／休薬期間 －

（動生剤）その他
有 牛血清アルブミン 牛 米国 血液

（診断液を含む）

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等


